


アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク
アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク(APBON)はアジア太平洋地域内で、得られた知見・知識のリソースを共
有・活用し、生物多様性保全の政策の意思決定に貢献する事を目的とした研究機関や研究者のネットワークです。
APBONは地球観測に関する政府間会合の生物多様性観測ネットワーク（GEO BON）の設立（2008年）に伴い、2009
年に開始されました。また、アジア・オセアニア地球観測に関する政府間会合（AOGEO）と連携しながら活動を行っ
ています。

アジア太平洋海洋生物多様性観測ネットワーク(AP-MBON)は、アジア太平洋地域の海洋生物多様性に関する調査
研究の発展を目的として、GEO BONのネットワークであるAPBONとMBONのサブグループとして設立されました。

APBONではリモートセンシング、生態学的プロセスの調査研究、種及び遺伝子レベルの調査研究といった3つのレ
ベルでの観測を行い、それらのデータを共有化し、生物多様性保全に関する政策決定に役立ててることを目指して
います。

APBONは、以下の3つの柱を基盤として活動を展開しています
➀生物多様性の研究と監視、アセスメント
　・生物多様性や生態系機能の状態と変化の監視
　・観測や知見の空白域の解消
　　（現地調査支援、UAVや衛星観測の活用、AIなどの先進技術の応用など）
　・データや知見情報基盤へのアクセスの改善(GBIF等)
　・アセスメント(IPBES、KM-GBF)、SDGs達成への貢献

➁連携の推進、ネットワーク構築の支援
　・National BONの発足
　・生物多様性と生態系研究ネットワークの連携
　・科学ー政策の連携、科学ー社会の連携

➂能力養成、普及
　・学生、若手研究者、データ・知見ユーザーの教育
　・現地コミュニティへの普及

APBONは多岐にわたる学術的なアプローチにより、地域的・世界的スケールでの連携強化を目指しています。

( Takeuchi et al. ���� )

APBONでは共同研究，データ解析，キャパシティビルディングのために，独自のワークショップやウェブセミナーを開催し
ています。開催案内についてはAPBONウェブサイトを御覧ください。

2030年への新戦略

APBON 活動成果概要

APBON 出版物
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書籍
 APBONブック第1巻 (2012年)「The Biodiversity Observation 
 Network in the Asia-Pacific Region: Toward Further Development  
 of Monitoring. S. Nakano, T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer 」

 APBONブック第2巻 (2014年)「Asia-Pacific Biodiversity Observation 
 Network: Integrative Observations and A ssessments. S. Nakano, 
 T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer 」 

 APBONブック第3巻 (2016年)「Asia-Pacific Biodiversity Observation   
 Network: Aquatic Biodiversity Conservation and Ecosystem   
 Services. S. Nakano, T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer」 

論文
 The Asia-Pacific Biodiversity Observation Network: ��-year 
 achievements and new strategies to ����. Takeuchi et al. (����). 
 Ecological Research ��: ���-���.
 https://doi.org/��.����/����-����.�����

新たなミッション
・ 学際的調査研究及び知見ギャップ等の
 課題解決の促進

・ 観測ネットワークを通じたデータ共有
 及び情報アクセシビリティの促進

・ ステークホルダー及び世界的プラット 
 フォームへの情報提供

主要活動
・ 生物多様性に関する調査研究とモニタリング：国別
 BONsの促進、最先端技術を用いた調査手法の改善

・ ネットワーク間交流：科学と政策関連分野の連携
・ キャパシティビルディング：学生及びNGO職員への調
 査手法のワークショップ研修修
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ネットワークとコミュニティ
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A s i a - P a c i f i c  B i o d i v e r s i t y  O b s e r v a t i o n  N e t w o r k

■APBON ハイライト ■APBON ワークショップ概要

成果
・ IPBES の地域評価への貢献
・ データ共有
・ 国・地域別BONsの会合及び
 プロジェクトでの取り組み

ミッション
・ 研究者及び組織間の連携強化
・ 共同プロジェクト及び情報共有の促進
・ 生物多様性保全に関する政策立案者への科学的知見
 の 提供
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